
 
 
 

名古屋市では、科学館の事業運営等について審議する「名古屋市科学館 

協議会」を設置しています。この協議会の委員として市民の立場から意見を 

述べていただける方を募集します。 

  
１ 応募資格                                     

   近代科学の知識の普及啓発に関心をお持ちで、次の条件をすべて満たす方。 
   ①名古屋市内に在住・在勤・在学の満 20 歳以上の方。 
   ②名古屋市が設置する他の附属機関（協議会など）の委員となっていない方。 
   ③名古屋市役所の職員でない方。 
２ 任  期                                         

   令和 7 年 7 月 21 日から 2 年間（予定） 

   ※協議会は、年 2 回程度、原則として平日に 1 回 2 時間程度開催します。 
３ 報  酬                                     

   協議会への出席 1 回につき、規定の報酬をお支払いします。 
４ 募集人数                                     

   １人 
５ 応募方法                                     

直接又は郵送のいずれかの方法により、裏面の①応募申込書と②小論文の両方を添付して

名古屋市科学館 総務課 科学館協議会委員公募担当 あてにご応募ください。 

① 応募申込書  ※本紙裏面様式に必要事項を記入してください。 

② 小 論 文  ※800 字程度で記載してください。（様式自由） 

 

 

 
 
※応募申込書のデータを科学館ホームページに掲載していますので、ご活用ください。 
  （ホームページアドレス http://www.ncsm.city.nagoya.jp/ ） 
※応募書類は返却いたしませんので予めご了承ください。 
※直接お持ちいただく場合の受付時間は、開館日の午前9時30分から午後5時00分まで。 
 休館日は月曜日（休日の場合は直後の平日）、第３金曜日 

６ 募集期間                                     

   令和 7 年 1 月 23 日（木）～令和 7 年 3 月 19 日（水）【必着】 

７ 選  考                                     

   応募申込書及び小論文により 1 次選考（4 月予定）を行い、1 次選考合格者を対象に面接に

よる 2 次選考（5 月予定）を行います。選考の合否結果は応募者全員にお知らせします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

このチラシは古紙パルプを含む再生紙を使用しています。

名古屋市科学館協議会委員を募集します！ 

テーマ「子どもたちが科学に興味や好奇心を持つきっかけ 
づくりのために、名古屋市科学館に期待することについて」 

 

【応募先及び問合せ先】 

〒460-0008 名古屋市中区栄二丁目 17 番 1 号 
名古屋市科学館 総務課 

  科学館協議会委員公募担当 あて 
   電話:052-201-4486 FAX:052-203-0788 

※応募書類は、委員の選考、会議の開催連絡

及び委員名簿の作成等、協議会委員として

必要な書類の作成に用いるものであり、他

の目的では使用しません。 

http://#


名古屋市科学館協議会公募委員応募申込書 

名古屋市科学館協議会委員に次の通り応募します。 

ふりがな  生年月日 

  年  月  日 

（      歳）  
名 前  

住所等 

〒   － 

 

□電話番号   －   －    □携帯電話    －    － 

□ﾌｧｯｸｽ      －   －    □Ｅﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ          ＠ 
※連絡手段に希望がある場合は☑を付してください。 

勤務先又は 

通学先 

※住所が名古屋市

内でない場合のみ

ご記入ください。 

 

〒   － 

 

□電話番号   －   －     

□ﾌｧｯｸｽ      －   －    □Ｅﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ          ＠ 
※連絡手段に希望がある場合は☑を付してください。 

自己ＰＲ ①応募の動機を 200 字程度で簡潔に記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②他にアピールすることがあれば記入してください。 

 

 

 

 

※必ず小論文「子どもたちが科学に興味や好奇心を持つきっかけづくりのために、名古屋市科学館に 

期待することについて」を添えてご応募下さい。 


